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本会では、向こう５か年（令和５～９
年度）の具体的な事業展開や経営基盤
の強化方策を示した第８次経営・活動
計画を策定しています。

この計画の中で、特に本会として部
署横断的に連携・協働し、推進すべき３
つの重点的取組を設定しました。

今回は、その中の一つである「福祉
人材の定着・確保に向け、誰もが働き
やすい職場環境づくりの推進」について
ご紹介します。

岡山県社会福祉協議会 2024 Winter 2

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
本
会

で
は
安
心
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
の
で

き
る
職
場
環
境
づ
く
り
へ
の
積
極
的
な

取
組
を
支
援
し
て
い
く
と
と
も
に
、
そ

の
取
組
や
魅
力
あ
る
職
場
環
境
を
発
信

す
る
こ
と
で
、
深
刻
化
す
る
福
祉
人
材

確
保
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

―
福
祉
職
場
を
取
り
巻
く
状
況

○
少
子
高
齢
化
や
労
働
人
口
の
減
少

が
進
む
中
で
、
質
の
高
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
は
、
福
祉
人
材
の
安

定
的
な
確
保
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

そ
こ
で
、
具
体
的
な
成
果
に
結
び
つ

く
推
進
方
策
の
検
討
実
施
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

○
依
然
、
福
祉
・
介
護
現
場
の
人
材

不
足
が
深
刻
な
状
況
に
あ
る
中
で
、

離
職
し
た
介
護
に
関
わ
る
職
員
の
う

ち
、
勤
続
１
年
未
満
の
離
職
が
約

34
％
、
勤
続
１
年
以
上
３
年
未
満
の

離
職
が
約
26
％
と
な
っ
て
お
り
、
約

６
割
が
勤
続
３
年
未
満
で
離
職
し
て

い
ま
す
（
令
和
４
年
度
介
護
労
働
実

態
調
査
／
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー

実
施
※
表
１
参
照
）
。
特
に
離
職
率

の
高
い
入
職
３
年
未
満
の
職
員
に
対
す

る
職
場
内
で
の
更
な
る
フ
ォ
ロ
ー
体
制

構
築
に
向
け
た
取
組
を
促
進
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
潜
在
的
有
資
格
者
の
復
職
や
、
他

分
野
か
ら
の
転
職
者
へ
の
支
援
等
、

福
祉
人
材
確
保
に
向
け
た
各
種
施
策

が
拡
充
さ
れ
て
い
ま
す
。

～
第
８
次
経
営
・
活
動
計
画

　
　
　
　
　
　 

５
か
年
の
重
点
的
取
組
～

福
祉
人
材
の
定
着
・
確
保
に
向
け
、

誰
も
が
働
き
や
す
い

職
場
環
境
づ
く
り
を
推
進

 

勤続 3年未満の離職者が全体の約 6割○
労
働
人
口
減
少
下
、
福
祉
系
養
成

校
を
選
択
す
る
学
生
も
減
少
傾
向
に

あ
り
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
多
様
な

人
材
の
参
入
促
進
が
必
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
施
設
法
人
自
ら
、
多
様

な
働
き
方
や
や
り
が
い
を
持
っ
て
働
き

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
職
場
環
境
づ
く

り
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

確保 育成

定着

・多様な人材の参入促進
（すそ野拡大）

・キャリア形成

・働きやすい職場環境づくり

・福祉職場の魅力発信

・マッチング強化

・定着促進・離職防止

・階層別（資質向上）
・テーマ別（資質向上）

・福利厚生制度の充実

・潜在的有資格者の
呼び戻し

・多様な働き方

・求職者と事業所との
出会いの場の創出

福祉人材の確保・育成・定着の一体的取組の推進 局内・関係機関との
連携による取組推進
（連携促進）

・各種貸付事業

・福祉の魅力発信

・人材育成体制整備

・資格取得支援

重点的取組︓福祉人材の定着・確保に向け、誰もが働きやすい職場環境づくりを推進します

1年間（令和 3年10月1日から令和 4年9月30日）に離職した者の勤務年数をみると、
訪問介護員、サービス提供責任者、介護職員の3職種（無期と有期）離職者のうち3年
未満が 59.9%となっている。

表１：令和 4年度介護労働実態調査／介護労働安定センター実施
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―
目
指
す
べ
き
状
態

　

本
会
で
は
志
を
も
っ
て
福
祉
職
を
選

択
し
た
人
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場

で
力
を
発
揮
し
、
や
り
が
い
を
感
じ
な

が
ら
、
働
き
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
職

場
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
特
に

離
職
率
の
高
い
入
職
３
年
未
満
の
職
員

へ
の
フ
ォ
ロ
ー
・
育
成
体
制
が
構
築
さ

れ
、
定
着
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
次
の
３

つ
の
項
目
に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
職
場
内
に
お
け
る
人
材
育
成
の
支
援

　

各
階
層
に
応
じ
た
人
材
育
成
・
定
着

促
進
を
図
る
研
修
会
を
開
催
し
、
職
場

内
で
の
人
材
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

（
主
な
事
業
）

・
福
祉
職
員
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
対
応
生
涯

研
修
課
程

・
各
階
層
別
の
重
点
テ
ー
マ
（
人
材
育

成
・
定
着
）
研
修

・
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
セ
ル
フ

ケ
ア
）
研
修

・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス（
ラ
イ
ン
ケ
ア
）
担

当
者
研
修

②
人
材
育
成
・
定
着
促
進
に
向
け
た

体
制
構
築
や
多
様
な
働
き
方
な
ど
働

き
や
す
い
職
場
環
境
へ
の
支
援

　

す
ま
い
る
宣
言
認
証
制
度
な
ど
を

活
用
し
、
職
場
内
で
の
人
材
育
成
や

定
着
促
進
に
向
け
た
体
制
構
築
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
働
き
方

が
で
き
る
職
場
環
境
整
備
な
ど
、
働

き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
促
進

し
ま
す
。

（
主
な
事
業
）

・
す
ま
い
る
宣
言
認
証
制
度

・
人
材
定
着
促
進
事
業
（
相
談
事

業
・
人
材
定
着
促
進
セ
ミ
ナ
ー

等
）

                  
 
 
 
「おかやま☆フクシ・カイゴ すまいる宣言」は、自ら人材育成

や就業環境の改善など、働きやすい職場環境づくりに積極的に

取り組み、一定の基準を満たした福祉・介護事業所の宣言内容

について、岡山県福祉・介護人材確保対策推進協議会において

確認し、宣言事業所として登録する制度です。 

現在、県内 32法人 424事業所が５つ星宣言事業所として認証

され、各法人において「働きやすい職場づくり」に向けた特色

ある取り組みが進められています。詳しくは下記HPをご参照く

ださい。 https://smile.okayama-fukushikaigo.jp/ 

【研修の様子】今年度は新たにストレスマネジメン
トの研修に取り組むとともに、新任職員へのモチ
ベーション向上や中堅・指導的職員への後輩指導等
のスキルについて学ぶ研修を積極的に取り入れまし
た。

【介護の入門的研修の様子】今年度より不足する介
護人材のすそ野を広げるため、「介護の入門的研修」
を県内４会場で実施しました。研修最終日にはミニ
就職相談会を開催するなど、福祉職場への多様な人
材の参入促進を図っています。

福
祉
支
援
部
　
福
祉
人
材
支
援
班

（
岡
山
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
）

 

☎
：
０
８
６-

２
２
６-

３
５
０
７

◆ 

お
問
い
合
わ
せ
先

・
人
事
・
労
務
管
理
実
務
研
修

・
岡
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表

　

彰
等

③
福
祉
職
場
の
魅
力
発
信
と
福
祉
人

材
の
確
保

　

シ
ニ
ア
世
代
や
子
育
て
世
代
、
若

年
層
な
ど
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
応
じ
た
人

材
育
成
・
定
着
促
進
体
制
な
ど
の
福

祉
職
場
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
、

将
来
に
わ
た
る
多
様
な
福
祉
人
材
の

参
入
や
、
深
刻
化
す
る
人
材
不
足
の

解
消
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
主
な
事
業
）

・
す
ま
い
る
宣
言
認
証
制
度

・「
福
祉
紹
介
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
活
動

・
介
護
の
入
門
的
研
修

　

福
祉
を
支
え
る
人
材
の
確
保
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
多
様
な
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
人
材
の

確
保
・
育
成
・
定
着
の
一
体
的
な
取

組
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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「全てのこどもが大切に　
される社会になるように」

〜家庭でも学校でもない、
高校生の「第３の居場所」〜

が
で
き
て
い
ま
す
。
昼
食
や
夕
食
を
み

つ
カ
フ
ェ
。
で
済
ま
せ
る
子
ど
も
も
い

る
し
、
食
事
が
と
れ
て
い
な
い
の
で
は

と
感
じ
た
子
に
は
、
先
生
を
通
じ
て
食

材
を
提
供
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

帰
り
際
に
は
、
お
互
い
に
「
あ
り
が

と
う
」「
ま
た
ね
」
と
い
う
声
が
自
然
と

か
け
ら
れ
ま
す
。
継
続
す
る
こ
と
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち

か
ら
も
ら
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
次
の
活

動
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
来
て
く
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
は
、
入
学
時
か
ら
あ
る
、
あ
っ
て
当

た
り
前
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

流
行
時
に
は
、
カ
フ
ェ
形
式
で
は
実
施
で

き
な
く
て
も
、「
あ
な
た
の
こ
と
は
忘
れ

て
い
な
い
よ
」
と
い
う
こ
と
を
伝
え
た

く
て
、
お
手
紙
を
添
え
て
お
菓
子
を
渡

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

み
つ
カ
フ
ェ
。
は
、
運
営
団
体
だ
け
で

な
く
、
学
校
や
フ
ー
ド
バ
ン
ク
、
地
元
の

お
店
、
助
成
金
な
ど
、
様
々
な
資
源
を
活

用
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
た

く
さ
ん
の
人
が
子
ど
も
た
ち
を
大
切
に
思

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
か
ら
も
ず

っ
と
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

３
年
前
、
他
県
で
行
わ
れ
て
い
た
図

書
館
カ
フ
ェ
な
ど
の
取
組
を
知
っ
た
当

時
の
校
長
先
生
か
ら
、「
御
津
高
校
で
も

何
か
で
き
な
い
か
」
と
、
ス
タ
ッ
フ
の

１
人
に
相
談
が
あ
っ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。
私
た
ち
の
団
体
は
、
乳
児
院
で

子
ど
も
を
抱
き
し
め
る
活
動
か
ら
始
ま

っ
て
お
り
、
社
会
的
養
護
に
至
る
前
の

支
援
の
必
要
性
も
感
じ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
様
々
な
家
庭
背
景
や
課
題
を
抱
え

る
生
徒
に
対
し
て
、
保
護
者
や
先
生
以

外
の
地
域
の
大
人
が
関
わ
る
場
が
あ
れ

ば
と
い
う
先
生
の
思
い
に
共
感
し
、
フ

ー
ド
バ
ン
ク
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

４
か
月
後
に
実
施
に
至
り
ま
し
た
。

　

地
域
で
は
な
く
、
学
校
に
場
を
つ
く

る
こ
と
で
、
家
庭
の
事
情
で
十
分
に
食

事
が
と
れ
な
い
子
ど
も
や
悩
み
を
抱
え

て
い
る
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
み
ん
な

に
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
っ
て
も
ら
う
こ
と

　

み
つ
カ
フ
ェ
。
は
、
御
津
高
校
の
一

室
で
、
放
課
後
に
月
２
回
実
施
し
て
い

る
高
校
生
と
地
域
の
大
人
と
の
交
流
の

場
で
す
。
食
事
や
お
菓
子
の
ほ
か
、
カ

ー
ド
ゲ
ー
ム
や
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
（
時

に
は
ラ
イ
ブ
も
）
を
準
備
し
、
安
心
で

き
る
空
間
、
多
様
な
体
験
が
で
き
る
場

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

Ｂ
Ｇ
Ｍ
や
ゲ
ー
ム
の
選
び
方
、
レ
イ
ア

ウ
ト
な
ど
も
、
安
心
感
や
交
流
に
つ
な
が

る
よ
う
に
工
夫
。
毎
回
10
名
程
度
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
準
備
・
運
営
を
行

っ
て
お
り
、
終
了
後
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
と

先
生
で
話
し
合
い
の
場
を
設
け
、
子
ど
も

た
ち
の
学
校
と
は
違
っ
た
一
面
や
、
気
に

な
っ
た
こ
と
な
ど
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

高
校
生
の
第
３
の
居
場
所

「
み
つ
カ
フ
ェ
。」

チラシを配布したり、「今日は
カレーがあるから食べていかな
い？」と誘ったりし、今では、
毎回 70 ～ 100 名の生徒が訪れ
てくれるようになりました。

この日は手作りカレーやおはぎに行列が
できました。お菓子・ジュース（グリー
ンコープ、おてらおやつクラブ、フード
バンク岡山から提供）、唐揚げや巻き寿
司（地元のお店から提供）等も並びます。

みつカフェ。

取
組
の
き
っ
か
け

課
題
と
今
後
の
展
望

一
般
社
団
法
人
ぐ
る
ー
ん

：
岡
山
市
北
区
島
田
本
町
２-

８-

８

☎
：
０
８
６-

２
３
６-

８
９
５
５

◆ 

お
問
い
合
わ
せ
先

学
校
内
で
実
施
し
て
み
て

令
和
５
年
12
月
に
は
「
こ
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
に
関
す
る
指
針
」

が
閣
議
決
定
さ
れ
、
こ
ど
も
家
庭

庁
を
中
心
に
、「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
」

の
居
場
所
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
号
で
は
、
岡
山
県
立
岡
山
御

津
高
校
で
高
校
生
の
第
３
の
居
場

所
と
な
る
「
み
つ
カ
フ
ェ
。」
を
開

い
て
い
る
「
一
般
社
団
法
人
ぐ
る

ー
ん
」
の
代
表
、
河
本
美
津
子
さ

ん
と
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。
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避難所開設・運営訓練（ＤＷＡＴ）

総
務
企
画
部

 

☎
：
０
８
６-

２
２
６-

２
８
２
２

◆ 

お
問
い
合
わ
せ
先

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラから

令和５年度

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

賠
償
責
任

の
補
償

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円
補償開始日から10日以内は補償対象外（＊） 初日から補償

350円 500円

通院保険金日額
特定感染症

地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

550円

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

〈SJ22-12223より抜粋して作成〉

＜重 要＞
◆基本プランでは地震・噴火・津波に起因する死傷は補償されません。
◆特定感染症重点プランでは中途加入の場合でも補償開始日より特定
　感染症が補償対象となります。
◆年度途中でご加入される場合も上記の保険料となります。
◆中途脱退による保険料の返金はありません。
◆中途でボランティアの入替や、ご加入プランの変更はできません。
◆ご加入は、お1人につきいずれかのプラン1口のみとなります。

＊3月末までに契約手続きが完了し、前年度から継続して契約される場合は初日から補償します。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

特定感染症重点プラン

　

令
和
５
年
11
月
19
日
（
日
）、
新
見

市
立
新
見
中
学
校
他
に
て
、
令
和
５
年

度
岡
山
県
・
新
見
市
総
合
防
災
訓
練
が

開
催
さ
れ
、
防
災
展
示
・
体
験
訓
練
及

び
避
難
所
開
設
・
運
営
訓
練
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

防
災
展
示
・
体
験
訓
練
で
は
、
令
和

元
年
９
月
新
見
市
集
中
豪
雨
を
は
じ
め
、

県
内
外
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
の
活
動
を
ま
と
め
た
写
真
パ
ネ
ル
を

展
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
け
ん
引
式
車

椅
子
補
助
装
置
を
使
用
し
た
車
椅
子
体

験
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
一
般
参
加
の

皆
様
か
ら
機
能
や
使
用
方
法
等
の
質

問
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
避
難
所
開
設
・
運
営
訓
練
で

は
、
県
内
社
会
福
祉
施
設
の
職
員
で
構

成
す
る
岡
山
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム

（
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
）
に
よ
る
避
難
所
で
の
「
な

ん
で
も
相
談
」
窓
口
の
設
置
や
事
例
検

討
、
一
般
避
難
者
と
要
配
慮
者
に
分
か

れ
た
巡
回
活
動
（
ラ
ウ
ン
ド
ア
セ
ス
メ

ン
ト
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市

保
健
師
や
日
本
赤
十
字
社
岡
山
県
支
部
、

Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
メ
ン
バ
ー
が
共
に
避
難
所
内

を
巡
回
し
、
環
境
改
善
が
必
要
な
箇
所

に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
を
通
じ
て
、
被
災
直
後

か
ら
生
活
再
建
ま
で
関
係
機
関
が
連

携
・
協
働
し
、
切
れ
目
の
な
い
災
害
支

援
の
必
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

岡
山
県
・
新
見
市
総
合
防
災

訓
練
へ
参
加
し
ま
し
た

防災展示・体験訓練
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少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
や
社

会
構
造
の
変
化
等
の
影
響
か
ら
、
福
祉

ニ
ー
ズ
は
以
前
よ
り
も
多
様
化
・
複
雑

化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
福
祉
制

度
は
、
高
齢
・
障
害
・
児
童
等
の
分
野
ご

と
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
既
存
の
制

度
の
対
象
に
な
り
に
く
い
課
題
は
、
制
度

の
狭
間
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る
こ
と
が
あ
り
、

分
野
横
断
に
よ
る
支
援
体
制
の
構
築
が

喫
緊
の
課
題
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
平
成
29
年
と
令
和
２
年

の
改
正
社
会
福
祉
法
で
は
、
「
包
括
的

な
支
援
体
制
の
整
備
」
は
行
政
の
責
務

と
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
、
そ

の
具
体
的
推
進
に
向
け
た
手
段
の
一
つ

と
し
て
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

（
以
下
、
「
重
層
事
業
」
）
が
制
度
化

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

　
重
層
事
業
は
、
市
町
村
全
体
の
支
援

機
関
・
地
域
の
関
係
者
が
断
ら
ず
に
相

談
を
受
け
止
め
、
つ
な
が
り
続
け
る
支

援
体
制
を
構
築
し
て
い
く
た
め
に
、

①
相
談
支
援
（
属
性
を
問
わ
な
い
相
談

対
応
、
多
機
関
協
働
、
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
等
継
続
的
支
援
の
実
施
）

「地域共生社会の実現に向けた　
　包括的支援体制づくりについて」
～重層的支援体制整備事業に係る　　
　　都道府県後方支援事業の取組～

包
括
的
な
支
援
体
制
が

求
め
ら
れ
る
背
景
に
つ
い
て

重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
に
つ
い
て

厚生労働省作成図参照

　
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
包
括
的
支
援
体
制
の
整
備
が
、

法
律
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
各
市
町
村
で
包
括
的
な

支
援
体
制
の
整
備
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
様
々
な
課
題
に
取
り

組
む
中
で
の
困
難
さ
が
伺
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
会
で
は
、

市
町
村
に
お
け
る
包
括
的
な
支
援

体
制
の
構
築
を
進
め
る
た
め
、
令

和
５
年
６
月
よ
り
「
重
層
的
支
援

体
制
整
備
事
業
に
係
る
後
方
支
援

事
業
」
を
岡
山
県
か
ら
受
託
し
て

い
ま
す
。

　
各
市
町
村
で
の
体
制
構
築
に
向

け
た
後
方
支
援
の
取
組
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

②
参
加
支
援
（
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
社

会
と
の
つ
な
が
り
や
参
加
機
会
の
構

築
）

③
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
（
既
存

の
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
事
業
を
活

か
し
な
が
ら
、
世
代
や
属
性
を
問
わ

な
い
交
流
・
参
加
・
学
び
の
機
会
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
）

を
一
体
的
に
実
施
す
る
事
業
で
す
。
こ

れ
ら
の
事
業
は
一
体
的
に
展
開
す
る
こ

と
で
よ
り
一
層
の
効
果
が
発
揮
さ
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
新
し
い
窓
口
を
設
置
す
れ
ば

解
決
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
既
存
機
関
の
機
能
を
活
か
し
つ

つ
、
様
々
な
部
署
や
関
係
者
が
、
合
意

形
成
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と

が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
現
在
、
県
内
で
は
２
市
（
岡
山
市
、

美
作
市
）
が
重
層
事
業
、
６
市
町
村

（
倉
敷
市
、
笠
岡
市
、
総
社
市
、
矢
掛

町
、
西
粟
倉
村
、
美
咲
町
）
が
移
行
準

備
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
会
が
県
内
市
町
村
行
政
を

対
象
に
実
施
し
た
「
重
層
事
業
の
検
討

状
況
等
に
関
す
る
調
査
（
令
和
５
年
７

月
実
施
）
」
で
は
、
現
在
重
層
事
業
を

実
施
し
て
い
な
い
理
由
と
し
て
、
「
①

事
業
実
施
す
る
人
員
体
制
の
不
足
」

県
内
の
実
施
状
況

に
つ
い
て
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観光庁長官登録旅行業第５５号 
（社）日本旅行業協会正会員ボンド保証会員 

 岡山市幸町８－２9 大樹生命岡山ビル 9 階 

℡℡::008866--222255--22777711  FFaaxx：：008866--222255--77449944 担担当当：：中中西西・・深深井井・・三三鬼鬼  
☆国内・海外を問わず、安全で快適な旅行をしたい！ 
☆日帰りで豪華な食事がしたいんだけど、どこが良いかな？ 
☆予算がないんだけど 1 泊 2 日でどこか行きたいな～！ 
☆個人で出張や家族旅行で切符やホテルの手配が必要なのですが・・ 
旅旅行行のの事事ななららななんんででももごご相相談談くくだだささいい。。様々なご相談、見積、手配もいたします。  

 

重
層
事
業
推
進
の
た
め
の

後
方
支
援
に
つ
い
て

地
域
福
祉
部
　
地
域
支
援
班

 

☎
：
０
８
６-

２
２
６-
２
８
３
５

◆ 

お
問
い
合
わ
せ
先

「
②
庁
外
の
関
係
機
関
や
住
民
主
体
の

地
域
活
動
と
の
連
携
・
調
整
が
困
難
」

「
③
重
層
事
業
を
構
成
す
る
11
の
事
業

を
全
て
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
」
が
多

く
回
答
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
本
会
で
は
市
町
村
に
お
け
る
包
括
的

な
支
援
体
制
の
構
築
や
重
層
事
業
の
推

進
に
向
け
て
、
研
修
会
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
の

先
進
事
例
の
紹
介
や
意
見
交
換
等
を
通

じ
て
、
課
題
解
決
に
向
け
た
糸
口
を
掴

む
と
と
も
に
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣

に
よ
り
市
町
村
独
自
の
事
業
展
開
と
な

る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
19
日
、
地
域
共
生
社
会
及
び
包

括
的
支
援
体
制
の
必
要
性
や
重
層
事
業

の
活
用
に
つ
い
て
の
理
解
を
促
し
、
気

運
を
高
め
る
た
め
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
志
社
大
学
の
永
田
祐
教
授
に
よ
る

基
調
講
義
や
県
内
外
の
２
市
を
含
め
た

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
行
政

と
社
協
、
庁
内
に
よ
る
「
言
葉
合
わ

せ
」
「
気
持
ち
合
わ
せ
」
の
大
切
さ
や
、

受
託
先
と
と
も
に
考
え
動
く
行
政
の
姿

勢
、
連
携
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
発

信
し
ま
し
た
。

　
11
月
13
日
と
12
月
８
日
、
重
層
事
業

（
移
行
準
備
事
業
を
含
む
）
を
実
施
し

て
い
る
市
町
村
と
こ
れ
か
ら
実
施
を
考

え
て
い
く
市
町
村
を
対
象
に
、
現
在
抱

え
て
い
る
不
安
や
困
難
に
感
じ
て
い
る

こ
と
を
意
見
交
換
し
、
次
な
る
展
開
に

つ
な
げ
る
た
め
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
市
町
村
ご
と
に
地
域
性
や
社
会
資
源
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
等
が
異
な
る
中
で
、

共
通
し
た
課
題
認
識
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

●
重
層
事
業
研
修
会
の
開
催

●
市
町
村
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

会
議
の
開
催

市町村ネットワーク会議の様子

【重層事業実施における主な課題認識】
　
こ
れ
ら
の
主
な
課
題
認
識
は
、
重
層

事
業
で
初
め
て
出
て
き
た
も
の
で
は
な

く
、
こ
れ
ま
で
も
直
面
し
て
い
た
も
の

も
あ
り
ま
す
。
各
市
町
村
で
従
来
か
ら

あ
る
取
組
や
資
源
を
活
か
し
な
が
ら
分

野
を
越
え
た
連
携
・
協
働
を
図
っ
て
い

く
た
め
に
は
、
社
協
と
行
政
等
関
係
者

に
よ
る
対
話
と
合
意
を
繰
り
返
し
な
が

ら
進
め
る
こ
と
が
必
須
と
い
え
ま
す
。

ま
ず
は
そ
の
一
歩
に
つ
な
が
る
よ
う
引

き
続
き
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

・誰のために、何のために事業実施するのか、メリットが
十分に感じられないと他部署から言われる。

・どの部署が旗振り役をするのか、担当部署を越えた横断
の連携に苦慮している。

・参加支援事業や地域づくり事業はイメージが持ちにくく、
地域でどのように広げていくのがいいのかわかりにくい。

・行政責任の考え方や委託先との役割分担、主体的に動く
ために必要なプロセスを踏んでいない。

・財政上（交付金）の仕組みが複雑でわかりくい。
・各種各分野の会議体等、既存事業との整理が難しい。

（※令和５年度市町村ネットワーク会議参加者感想から抜粋）
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第
35
回
全
国
健
康
福
祉
祭
え
ひ
め
大
会

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
愛
顔
（
え
が
お
）
の
え
ひ
め
２
０
２
３
」

　
全
国
の
60
歳
以
上
の
選
手
を
対
象
と

し
た
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の
祭
典
で
あ
る

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
が
、
愛
媛
県
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
会
で
は
県
内
の
関
係
競
技
団
体
か

ら
推
薦
い
た
だ
い
た
選
手
を
派
遣
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
岡
山
県
か
ら
は

１
８
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
岡
山
県
選
手
団
は
結
団
壮
行
式
を
10

月
27
日
に
岡
山
駅
に
て
行
い
、
愛
媛
県

に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

　
壮
行
式
で
は
、
岡
山
県
旗
が
授
与
さ

れ
、
選
手
を
代
表
し
て
軟
式
野
球
の
佐

藤
潔
監
督
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

 

　
28
日
に
愛
媛
県
総
合
運
動
公
園
に
て

開
催
さ
れ
た
総
合
開
会
式
で
は
、
代

表
者
20
名
が
入
場
行
進
を
行
い
、
選
手

団
は
紹
介
に
合
わ
せ
て
桃
色
の
ス
カ
ー

フ
を
振
っ
て
岡
山
県
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

結団壮行式

入場行進参加者選手団席での岡山県のＰＲ

弓道弓道

剣道剣道 マラソンマラソン ゲートボールゲートボール ソフトテニスソフトテニス

ペタンクペタンク ソフトボールソフトボール 卓球卓球

将棋将棋 ダンススポーツダンススポーツ サイクリングサイクリング グラウンド・ゴルフグラウンド・ゴルフ

健康マージャン健康マージャン 囲碁囲碁 バウンドテニスバウンドテニス ソフトバレーボールソフトバレーボール

　
29
日
か
ら
は
、
29
種
目
の
交
流
大
会

が
20
市
町
で
開
催
さ
れ
、
岡
山
県
か
ら

は
24
種
目
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
各
会
場
で
は
、
日
頃
の
活
動
の
成
果

を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
選
手
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。    
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令
和
５
年
12
月
７
日
（
木
）、
岡
山

市
内
に
て
、
令
和
５
年
度
中
国
ブ
ロ
ッ

ク
県
・
指
定
都
市
社
協
会
長
・
常
務
理

事
・
事
務
局
長
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
「
都
道
府
県
・
指
定
都
市

社
協
を
め
ぐ
る
動
向
に
つ
い
て
」
全
社

協 

金
井
常
務
理
事
よ
り
中
央
情
勢
報

告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
く
意
見
交
換
で
は
、
社
協
の
人
材

確
保
や
災
害
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体

制
整
備
、
社
会
福
祉
制
度
・
予
算
等
に

対
す
る
要
望
活
動
、
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
等
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
県
・
指
定
都
市

社
協
会
長
・
常
務
理
事
・
事
務

局
長
会
議　

開
催
報
告

●団体

●個人

楽しく、心地よく働ける介護職のお仕事を探します。 医療・福祉専門職 人材紹介・派遣事業 株式会社リスコ

医療・福祉専門職 人材紹介・派遣事業 株式会社リスコ
  〒700-0985 岡山市北区厚生町3-1-15 岡山商工会議所ビル8階
【厚生労働省許可番号】紹介（33-ユ-300017） 派遣（派33-300044）

0120-235-565
電話受付／平日9：00～18：00  https:// www.risuco.com

◆ 

お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

総
務
企
画
部

　

 

☎
０
８
６
ー
２
２
６
ー
２
８
２
２

種　目 チーム名 成　績
テニス  ももっち 第３位

ゲートボール 勝北チーム 優秀賞（順位：ベスト８）
ペタンク ソレイユ岡山・総社 優秀賞（順位：ベスト８）

剣 道 岡山県 優秀賞（順位：ベスト１６）
ウォークラリー  美咲亀っちチーム  第３位（区分：かみりんコース）

サッカー  シニア岡山ＦＣ 優勝（区分：Ｍブロック）
太極拳 美作協会チーム 準優勝

軟式野球 倉敷フレンズ 準優勝（区分：松山市会場）
スポーツ 

ウエルネス吹矢 岡山エース 優勝（区分：男女混合） 

カローリング ＳＬ９１天城 準優勝 
将 棋 倉敷一手違い 優秀賞（順位：ベスト１６） 

種　目 選手名 成　績
マラソン 守 百合葉 第５位（区分：10km 70 歳以上女性）

水 泳 
江口 明彦

第１位（区分：25m 自由形 80～84 歳男性）
第１位（区分：50m 自由形 80～84 歳男性）

土井 美智江
第１位（区分：25m バタフライ 80～84 歳女性）
第２位（区分：50 ｍバタフライ 80～84 歳女性）

スポーツ
ウエルネス吹矢 須賀 孝 第６位

　
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢
で
は

男
女
混
合
の
部
で
団
体
優
勝
、
太
極

拳
と
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
で
は
準
優
勝
に

輝
く
等
、
岡
山
県
は
優
秀
な
成
績
を

収
め
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
３
名
が
各
種
目
で
の
最
高

齢
者
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ 
尾
原 
道
與
理(

92
歳)

囲
碁  

　
　
　  

延
原 
千
節 (

91
歳)

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス 

西
山 
和
子(

83
歳)

　
次
回
は
鳥
取
県
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
総
合
開
会
式
や
交
流
大
会
の
模
様
は

左
記
サ
イ
ト
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

【
動
画
配
信
視
聴
サ
イ
ト
】

https://w
w

w
.nenrinpic.com

/

　
　
　

                                   

各県・市社協会長等が出席し
提出議題を協議した

※上位入賞種目のうち 8 種目の写真を表紙に掲載

岡山県選手団の上位入賞種目

◆ 

お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

長
寿
社
会
推
進
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
０
８
６
ー
２
２
６
ー
２
８
３
５ 
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◆ 
お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

地
域
福
祉
部　

地
域
支
援
班

　

 

☎
０
８
６
ー
２
２
６
ー
２
８
３
５ 

令
和
5
年
度 

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
関
係
機
関
研
修
会

～〝
つ
な
が
り
〟
で
こ
れ
か
ら
の
生
活
困
窮
者
支
援
を
考
え
る
～

　
令
和
5
年
12
月
1
日
に
、
市
町
村
社

協
、
市
町
村
行
政
担
当
課
等
の
生
活
困

窮
者
の
支
援
者
と
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
や
社
会
福
祉
法
人
施
設
等
の
関
係

団
体
が
参
加
し
、
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
関
係
機
関
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
研
修
会
で
は
、
つ
な
が
り
続
け
る

支
援
に
つ
い
て
の
共
通
理
解
と
と
も
に
、

支
援
者
と
地
域
の
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
く
た
め
、
ま

ず
は
関
係
者
同
士
の
相
互
理
解
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
行
い
ま
し
た
。
岡
山
県

立
大
学 

近
藤
理
恵
教
授
の
基
調
講
義

か
ら
は
、
制
度
上
の
支
援
だ
け
で
な
い

地
域
の
様
々
な
機
関
・
団
体
が
行
う
支

援
の
力
や
可
能
性
等
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
美
咲
町
社
協
が
地
域
と
共
に
行

っ
た
実
践
か
ら
は
、様
々
な
関
係
機
関
・

団
体
が
協
力
し
て
、
生
活
困
窮
世
帯
へ

の
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構

築
す
る
こ

と
の
重
要

性
を
学
び
、

つ
な
が
り

続
け
る
支

援
の
ヒ
ン

ト
を
得
る

こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
継
続
的

に
支
援
で
き
る
、
気
持
ち
を
吐
き
出
せ

る
人
・
存
在
が
い
る
こ
と
が
大
切
だ
と

感
じ
た
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
支
援
者
と
地
域
の
関
係
機
関
が
生
活

困
窮
者
支
援
に
つ
い
て
協
議
す
る
機
会

と
な
り
、
互
い
の
役
割
や
強
み
等
の
理

解
を
深
め
、
伴
走
型
支
援
の
実
践
に
つ

な
が
る
き
っ
か
け
作
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
本
会
は
、
生
活
困
窮
者
支
援

を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
の
推
進
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

2024年版岡山県福祉手帳のご案内
　県内の福祉施設・団体名簿（住所・電話番号）や
社会福祉法令等を掲載した「岡山県福祉手帳」を販売
しています。福祉関係者はもちろんのこと、福祉関
係者と連携・協働した事業や取組を考えている企業・
団体等の皆様にも広くご活用いただける内容となっ
ています。ぜひこの機会にお買い求めください。
◆規格　横85㎜×縦144㎜／カバー仕様
◆価格　660円（税込）
　※県社協会員は送料無料。

＜問い合わせ先＞
岡山県社会福祉協議会　総務企画部
　TEL：086-226-2822　FAX: 086-227-3566
　http://www.fukushiokayama.or.jp/about/book/
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岡山県共同募金会

　新たな年を迎える時期に支援を必要とする人たちが
地域で安心して暮らすことができるようにと、全国一
斉に歳末たすけあい運動を実施しました。
　12 月 18 日には、岡山駅西口ひかりの広場（リット
シティビル内）にて、「NHK 歳末たすけあい配分交付式」
を開催し、福祉関係団体及び障がい者福祉施設（16 団
体・施設）に対し、総額 321 万円の配分決定通知書を
交付しました。
　温かいお気持ちのこもった皆様の募金が、慰問や集
い、研修等の活動に役立てられます。

　本プロジェクトは、地域の様々な社会課題の解決に取り組んでいるＮＰＯ法人等と協働して、
課題解決の必要性を広く県民の皆様にアピールしながら、各団体の活動に必要な資金を募集す
るものです。
　プロジェクト参加団体の活動にご賛同いただける方は、各団体専用の払込取扱票により、ゆ
うちょ銀行または郵便局の窓口にて、２月２９日までに寄付金を振込んでください。（振込手数
料・硬貨取扱手数料無料）
　なお、払込取扱票は各プロジェクト参加団体又は岡山県共同募金会

（TEL: 086-223-0065 ／ MAIL：info@akaihane-okayama.or.jp）に用
意しておりますので、お問い合わせください。
　皆様の温かいご支援、ご協力をお願いします。

歳末たすけあいへのご協力ありがとうございました

「地域ささえあいプロジェクト」　２月 29 日まで実施中です

岡山いのちの電話協会 
TEL:086-245-4344  

被害者サポートセンターおかやま 
TEL:086-223-5564  

チャイルドラインおかやま 
TEL:086-956-3700  

子どもシェルターモモ 
TEL:086-206-2423 

ハーモニーネット未来 
TEL:0865-63-4970 

子どもソーシャルワークセンターつばさ 
TEL:080-2903-6612  

岡山市子どもセンター 
TEL:086-242-1810  

CAP プロジェクトおかやま 
TEL:086-253-6778  

はばたけ未来の私 
TEL:090-7718-7434  

HELLO BABY 
TEL:090-5168-9241  

妊娠しぇるとＳＯＳ 
TEL：080-4552-5050 

ＫａｉＫａｉ 
TEL:0866-95-2373  

 

 

 

 

 

 

（岡山県共同募金会 HP）
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「
ふ
く
し
」
の

仕

事

人

た
ち

発
行
：
岡
山
市
北
区
南
方
２
丁
目
13-

１

　
　
　
社
会
福
祉
法
人
岡
山
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
☎
０
８
６（
２
２
６
）２
８
２
２

印
刷
：
株
式
会
社
セ
イ
キ　
　
定
価
１
０
０
円

本
機
関
紙
の
講
読
料
は
、
岡
山
県
社
会
福
祉

協
議
会
の
年
会
費
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

機関紙「岡山県社会福祉」への
ご意見・ご感想をお寄せください！

機関紙へのご意見・ご感想、住所、氏名、年齢をご記入の上、下記までお送りください。
■郵　送：〒700-0807　岡山市北区南方２丁目13-1　きらめきプラザ３階
　　　　岡山県社会福祉協議会　広報班
■ＦＡＸ：０８６－２２７－３５６６　まで

なお、当選の発表は
商品の発送をもってかえさせて

いただきます。

ご意見・ご感想をいただいた方の中から３名様にももるんじゃーグッズをプレゼントします。

●施設入所支援…障害者支援施設に入所する人に主に夜間、入浴、 
　排せつ、食事介護等を行う福祉サービス
●就労継続支援B型…障害のある方が雇用契約を結ばないで就労訓
　練等を行える福祉サービス

社会福祉法人旭川荘 吉備ワークホーム
社会福祉法人旭川荘 吉備ワークホーム

生活支援員生活支援員

　岡本　智子 さん

―人と関わる。この福祉の仕事が好き―

　～伝わってほしい。毎日を活き活き過ごす、

　　　　　　　　世界でたった１人のこの存在～

―
現
在
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い

　

吉
備
ワ
ー
ク
ホ
ー
ム
は
、
施
設
入
所

支
援
や
就
労
継
続
支
援
B
型
の
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
「
障
害
者
支

援
施
設
」
で
す
。
私
は
主
に
、
利
用
者

の
方
の
就
労
支
援
の
中
で
手
工
芸
品
の

製
作
の
サ
ポ
ー
ト
や
製
品
の
販
売
促
進

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
報
担
当
と

し
て
、
施
設
や
製
品
、
利
用
者
の
方
の

魅
力
発
信
に
励
ん
で
い
ま
す
。

―
現
在
の
仕
事
に
就
い
た
キ
ッ
カ

ケ
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

学
生
の
頃
は
、
保
育
士
の
養
成
校
に
通

っ
て
い
ま
し
た
。
実
習
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
通
し
て
、
次
第
に
子
ど
も
以
外
の
福
祉

分
野
に
興
味
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
介
護

福
祉
士
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

旭
川
荘
に
就
職
し
、
最
初
は
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
で
働
い
て
い
ま
し
た
。

こ
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
自
分
に
ど

の
分
野
の
仕
事
が
合
っ
て
い
る
の
か
、

色
ん
な
側
面
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
現
在
の
障

害
分
野
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

―
こ
の
仕
事
の
醍
醐
味
を
教
え
て

く
だ
さ
い

　
「
利
用
者
の
方
が
活
き
活
き
と
さ
れ
て

い
る
姿
」
と
「
製
品
の
魅
力
」
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
の
様
々
な
ツ
ー
ル
で
、
広
く
社
会
に

届
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

最
近
で
は
、
利
用
者
の
方
が
描
く
個
性

溢
れ
る
イ
ラ
ス
ト
を
何
ら
か
の
形
に
し
た

い
と
思
い
、
新
た
な
手
工
芸
製
品
の
ア
イ

デ
ア
を
考
え
出
し
ま
し
た
。
利
用
者
の
方

と
一
緒
に
新
製
品
を
作
り
出
し
て
い
く
そ

の
過
程
は
、
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ー
ト
や
製
品
の
魅
力
に
つ

い
て
伝
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
、
情

報
発
信
を
続
け
て
い
た
と
こ
ろ
、
偶
然

に
も
そ
れ
が
、
福
祉
の
魅
力
を
伝
え
る

キ
ッ
カ
ケ
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。
そ
の

く
ら
い
福
祉
を
も
っ
と
、
身
近
に
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
製
品
の
魅
力
を
発

信
し
続
け
た
い
で
す
。

―
今
後
に
つ
い
て

　

福
祉
の
仕
事
は
、
介
助
や
利
用
者
の
方

の
支
援
を
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
自
分
の
得
意
な
事
や
好
き

な
事
を
活
か
せ
る
場
面
が
、
き
っ
と
ど
こ

か
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
で
の
経
験
も
、
保
育
士
と
し
て
の

知
識
も
、
す
べ
て
の
経
験
は
振
り
返
れ
ば
、

今
の
自
分
に
繋
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、「
自
分
自
身
が
楽
し

く
働
け
て
い
る
か
」
を
意
識
し
な
が
ら
、

周
り
の
方
も
元
気
に
で
き
る
職
員
で
あ

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　

社
会
福
祉
法
人
旭
川
荘

障
害
者
支
援
施
設

吉
備
ワ
ー
ク
ホ
ー
ム

　
：
岡
山
市
北
区
祇
園
８
６
６　

 

☎：
０
８
６
ー
２
７
５
ー
２
４
８
６


